
一般試験法の部 79.試 薬 ・試液の条 2,6-ジクロルフェノ
ールインドフェノールナ トリウ

ム試液の項を次のように改める。

2,6-ジクロルフェノールインドフェノールナ トリウム試液 2,6-ジ クロロィンドフェノー

ルナ トリウム試液を見よ.

一般試験法の部 79.試 薬 ・試液の条2,6-ジクロルフェノ
ールインドフェノールナ トリウ

ム試液の項の次に次の二項を加える。

2,6-ジ クロロィン ドフェノ
ールナ トリウムニ水和物 C12H6C12NNa02・2H20〔2,6-ジクロ

ロインドフェノールナ トリウムニ水和物,98%以 上〕

2,6-ジクロロインドフェノールナ トリウム試液

2,6-ジクロロイン ドフェノールナ トリウムニ水和物0.lgに水100mLを 加え,加温 し

て溶かし,ろ 過する.3日 間以内に用いる.

一般試験法の部 79.試 薬 ・試液の条臭化セチルピリジエウムの項の次に次の
一項を加え

る。

臭化テ トラ妃
―ブチルアンモニウム 〔CH3(CH2)3〕4NBr 自 色の結晶又は結晶性の粉末で,

わずかに特異なにおいがある。

融″点 101～ 105℃

純度試験 溶 状 本 品 1.Ogを水 20mLに 溶かすとき,液 は無色澄明である。

含量 98.0%以 上.

定量法 本 品約 0.5gを 精密に量り,水 50mLに 溶かし,希 硝酸 5mLを 加え,強 く振り

混ぜながら0。lmOyL硝 酸銀液で滴定する.(電 位差滴定法).同 様の方法で空試験を行い,

補正する.

0。lmOyL石 肖酸銀液 lmL=32.24mg C16H36NBr

一般試験法の部 79.試 薬
・試液の条耐火レンガ,ガ スクロマ トグラフ用、の項の次に次の

一項を加える。

多孔性エチルビニルベンゼン
ージビニルベンゼン共重合体 (平均孔径 0_0075μ m,500～ 600

m2/g),ガ スクロマ トグラフィ
ー用 ガ スクロマ トグラフィ

ー用に製造したもの.平 均孔

径は 0,0075μ m)表 面積は lgに つき500～600m2で ぁる。

一般試験法の部 79.試 薬
・試液の条炭酸アンモニウム試液の項の次に次の

一項を加える。

炭酸カリウム K2C03〔 K8615,特 級〕



一般試験法の部 79.試 薬 ・試液の条炭酸カリウム,無 水の項を次のように改める。

炭酸カリウム,無 水 炭 酸カリウムを見よ。

一
般試験法の部 79.試 薬 ・試液の条ディットマー試液の項の次に次の上項を加える。

定量用 1,2-オ クタンジオール 1,2-オ クタンジオール)定 量用を見よ.

一
般試験法の部 79.試 薬 ・試液の条 トリメチルシリルイミダゾールの項の次に次の

一
項

を加える。

トリメチルシリルエーテル試液

ピリジン 10mL,ヘ キサメチルジシラザン2 mL及 び トリメチルクロルシラン lmLを 混

和する.用 時調製する.

一般試験法の部 79.試 薬。試液の条α―ナフ ト
ールベンゼインの項を次のように改める。

α一ナフトールベンゼイン P一 ナフ ト
ールベンゼインを見よ.

一般試験法の部 79.試 薬 ・試液の条 α
一ナフ トールベンゼイン試液の項を次のように改

める。

α―ナフトールベンゼイン試液  P一 ナフ ト
ールベンゼイン試液を見よ.

一般試験法の部 79.試 薬 ・試液の条α
―ナフトールベンゼイン試液の項の次に次の二項

を力日える。

P―ナフト
ールベンゼイン C27H1802〔K8693,特 級〕

P一ナフト
ールベンゼイン試液

P―ナフト
ールベンゼインlgに 非水滴定用酢酸を加えて溶かし,100mLと する。

一般試験法の部 79.試 薬
・試液の条α一ニ トロソ

ー
β
一ナフト

ールの項を次のように改

める。

α―ニ トロソーβ一ナフトール 1-ニ トロソ
ー2-ナ フトールを見よ.
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一般試験法の部 79.試 薬 ・試液の条α―ニ トロノーβ―ナフ トールの項の次に次の一項
を加える。

1-ニ トロノー2-ナ フトール C10H7N02〔 K8713,特 級〕

一般試験法の部 79.試 薬 ・試液の条フクシン亜硫酸試液の次に次の一項を加える。
1-ブ タノール CH3(CH2)30H〔 n~ブ チルアルコール,K8810,特 級〕

一般試験法の部 79.試 薬 ・試液の条 n―ブタノールの項を次のように改める。
″―ブタノール 1-ブ タノールを見よ.

一般試験法の部79.試 薬・試液の条ブロムクレゾールパープルの項を次のように改める。
ブロムクレゾールパープル ブ ロモクレガールパープルを見よ.

一般試験法の部 79.試 薬 ・試液の条ブロムクレゾールパープル試液の項を次のように改

める。

ブロムクレゾールパープル試液 ブ ロモクレゾールパープル試液を見よ.

一般試験法の部 79.試 薬 ・試液の条ブロムチモールブルーの項を次のように改める。

ブロムチモールブルー ブ ロモチモールブルーを見よ.

一般試験法の部 79.試 薬・試液の条ブロムチモールブルー試液の項を次のように改める。

ブロムチモールブルー試液 ブ ロモチモールブルー試液を見よ.

一般試験法の部79.試 薬 ・試液の条ブロムフェノールブルーの項を次のように改める。

ブロムフェノールブルー ブ ロモフェノールブルーを見よ.

一般試験法の部 79,試 薬 ・試液の条ブロムフェノールブルー試液,酸 性の項を次のよう

に改める。

ブロムフェノールブルー試液,酸 性 ブ ロモフェノールブルー試液,酸 性を見よ.
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一般試験法の部 79.試 薬 ,試液の条ブロムフェノールブルー ・水酸化ナ トリウム試液

の項の次に次の六項を加える。

ブロモクレゾールパープル C21H16Br205S〔K8841,特 級〕

変色範囲 pH(黄 )5.2～ 6.8(紫 )

ブロモクレゾールパープル試液

ブロモクレゾールパープル 0.05gに水 100mLを 加えて溶かし,ろ 過する。

ブロモチモールブルー C27H28Br205S〔K8842,特 級〕

変色範囲 pH(黄 )6.0～ 7.6(青 )

ブロモチモールブルー試液

ブロモチモールブルー0.lgに希エタノール 100mL iを加えて溶かし,ろ 過する。

ブロモフェノールブルー  C19H10Br405S〔 K8844,特 級〕

変色範囲 pH(黄 )3.0～ 4.6(青紫)

ブロモフェノールブルー試液,酸 性

0.2moyL酢 酸ナ トリウム7:5mLと 0.2moyL酢 酸92.5mL及 び0.1%ブ ロモフェノールブル

ー溶液 2mLを エタノーィレ(95)100mLに溶解し,lmOyL塩 酸を加えてpHを 3.6～3.9に調整

する。

一般試験法の部79.試 薬 ・試液の条ヘリウムの項の次に次の
一項を加える。

ペルオキソニ硫酸アンモニウム (ArHD2S208〔K8252,特 級〕

一般試験法の部 79.試 薬 ・試液の条無水エタノ
ールの項を次のように改める。

無水エタノール エ タノ
ール(99_5)を見よ.

一般試験法の部 79.試 栗 ・試液の条無水炭酸カリウムの項を次のように改める。

無水炭酸カリウム 炭 酸カリウムを見よ.

一般試験法の部 79.試 薬
・試液の条硫酸第二鉄の項を次のように改める。

硫酸第二鉄 硫 酸鉄 (III)コ水和物を見よ.

一般試験法の部 79。 試薬 ・試液の条硫酸第二鉄試液の項を次のように改める。

硫酸第二鉄試液 硫 酸鉄 (III)試液を見よ。



一般試験法の部 79.試 薬 ・試液の条硫酸第二鉄試液の項の次に次の二項を加える。

硫酸鉄 (III),水和物 Fe2(S04)3・】田20〔K8981,特 級〕

硫酸鉄 (田)試 液(0.5moyL)

硫酸鉄 (III)″水和物 50gに 水約 500mLを 加えてよく振 り混ぜ,次 いで,硫 酸 200mL

を加えてよく振り混ぜて溶かし,水 を加えて looomLと する.

一
般試験法の部 79.試 栗 ・試液の条硫酸銅の項を次のように改める。

硫酸銅 硫 酸銅 (正)五 水和物を見よ,

一般試験法の部 79,試 薬 ・試液の条硫酸銅試液(0.5mo1/Llの項を次のように改める。

硫酸銅試液 硫酸銅 (正)試 液を見よ.

一般試験法の部 79.試 薬 ・試液の条硫酸銅試液(0.5moyDの 項の次に次の二項を加える。

硫酸銅 (正)五 水和物  Cuso4・ 5H20〔K8983,特 級〕

硫酸銅 (H)試 液 (0_5mo1/L)

硫酸金同 (II)五水和物 12.5gに水を力日えて溶かし,100mLと する。

一般試験法の部 80.容 量分析用標準液の条0.lmOVL亜 硝酸ナ トリウム液の項の次に次の

三項を加える。

0.05mo1/Lエチレンジアミン四酢酸二水素ニナ トリウム液

1000mL中 エテレンジアミン四酢酸二水素ニナ トリウムニ水和物 (C10H14N2Na208・2

H20:372.24)18.612gを 含む.

調 製  エ チレンジアミン四酢酸二水素ニナ トリウムニ水和物 19gを水に溶かし,1000mL

とし,次 の標定を行 うち

標 定  亜 鉛 (標準試薬)を 希塩酸で洗い)次 に水洗し,更 にアセ トンで洗った後,110℃

で 5分 間乾燥 した後,デ シケ
ーター (シリカゲル)中 で放冷 し,そ の約 0.8gを精密に量り,

希塩酸 12mL及 び臭素試液 5滴 を加え)穏 やかに加温 して溶かし,煮 沸 して過量の臭素を追

い出した後,水 を加えて正確に 200mLと する.こ の液 20mLを 正確に量り,水 酸化ナ トリ

ウム溶液 (1→ 50)を 加えて中性 とし,pH10.7の アンモニア
・塩化アンモニウム緩衝液 5

mL及 びエ リオクロムブラックT・塩化ナ トリウム指示薬 0.04gを加え,調製 したエチレンジ

アミン四酢酸二水素ニナ トリウム液で,液 の赤紫色が青紫色に変わるまで滴定し,フ ァクタ

ーを計算する。
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0.05moyLエ チレシジアミン四酢酸二水素ニナ トリウム液 lmL=3.271mg Zn

注意 :ポ リエテレン瓶に保存する。

0.02mo比 エチレンジアミン四酢酸二水素ニナ トリウム液

1000mL中 エチレンジアミン四酢酸二水素ニナ トリウムニ水和物 (C10H14N2Na208・2

H20:372.24)7.445gを含む.

調 製  エ チレンジアミン四酢酸二水素ニナ トリウムニ水和物7.5gを水に溶かし,

1000mLと し,次 の標定を行 う。

標 定  0.05moyLエ チレンジアミン四酢酸二水素ニナ トリウム液に準ずる。ただし,亜

鉛 (標準試薬)約 0.3gを精密に量り,希 塩駿 5中L及 び臭素試液 5滴 を加え,以 下同様に操

作する。

0.02moyLエ テレンジアミン四酢酸二水素ニナ トリウム液 lmL=1.308mg Zn

O.01mo1/Lエチレンジアミン四酢酸二水素ニナ トリウム液

1000mL中 エチレンジアミン四酢酸二水素ニナ トリウムニ水和物 (C10H14N2Na208・2

H20:372.24)3.7224gを含む.

調 製  用 時,0.02moyLエ チレンジアミン四酢酸二水素ニナ トリウム液に水を加えて正

確に2倍容量とする。

一般試験法の部 80.容 量分析用標準液の条 0,05moyLエデ ト酸ニナ トリウムの項を次の

ように改める。

0,05molyLエデ ト酸ニナ トリウム液

0.05moVLエテレンジアミン四酢酸二水素ニナ トリウム液 を見よぅ

一般試験法の部 80.容 量分析用標準液の条 0.02moyLエデ ト酸ニナ トリウムの項を次の

ように改める。

0.02m働低 エデ ト酸ニナ トリウム液

0.02moyLエテレンジアミン四酢酸二水兼ニナ トリウム液 を見よ.

一般試験法の部 80.容 量分析用標準液の条 0.01moyLエ デ ト酸ニナ トリウムの項を次の

ように改める。

0.01moyLエ デ ト酸ニナ トリウム液

0,01moyLエ チレンジアミン四酢酸二水素ニナ トリウム液 を見よ.
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医薬部外品原料規格各条別記 Iの部硫酸 2-ア ミノー5-ニ トロフェノールの条の次に次の
一

条を加える。

硫酸 2,2'一 [(4-ア ミノフェニル)イミノ]ビスエタノール

2,2'一[(4-AminophenyDim立 lo]bisethanol Sulfate

N(CH2CH20H)2

H2S04

C10H16N202・ H2S04 : 294.32

本品を乾燥 したものは,定 量するとき,硫 酸 2,2'一[(4-アミノフェエル)イミノ]ビスエタノ
ー

ル (C10H16N202'H2S04)95.0%以 上を含む.

性  状  本 品は,淡 灰色～紫灰色の粉末又は結晶性の粉末である.

確認試験 (1)本 品の水溶液 (1→ 200)10mLに 硝酸銀試液 5滴 を加えるとき,液 は,赤 色を呈

し,次 いで暗赤紫色に変わる.

(2)本 品の水溶液 (1→ 200)5 mLに フルフラ
ール ・酢酸試液 4滴 を加えるとき,液 は,赤

色を里する.

(3)本 品の水溶液 (1→ 200)1的れ に塩化バリウム試液 5滴 を加えるとき,液は,自濁する.

(4)本 品 50mgに 水 200mLを 加えて溶かし,その l mLを とり,水を加えて 100mLと する。

この液につき,吸 光度測定法により吸収スペクトルを測定するとき,波 長 256～260nmに 吸収

の極大を示す。                            |

(5)本 品につき,赤 外吸収スペクトル測定法の臭化カリウム錠剤法により測定するとき,波

数 3250cln‐1,2890cln‐1,2600cm‐1,1640cm‐
1,1515cm‐1及び 825cm l付近に吸収を認める。

純度試験 (1)溶 状 本 品 50mgに 水 10mLを 加えて溶かすとき,液 は,無 色
～淡紫色を呈し,

澄明である。

(2)エ ーテル可溶物 本 品約 lgを精密に量り,ジ エチルエ
ーテル 50血Lを 加え,還 流冷却

器を付けて水浴上で時々振り混ぜながら1時間煮沸する!温 時,こ れをガラ
スろ過器 (G3)

を用いて質量既知のフラスコにろ過する。残留物をジエテルエ
エテル 20mLで 洗い,洗 液及び

ろ液を合わt■て水浴上で留去した後,105℃ で 30分 間乾燥し,質 量を精密に量るとき,そ
の限

度は0。1%以 下である.

(3)鉄  本 品 0.67gをとり,試 験を行 うとき,そ の限度は,30ppm以 下である
。ただし,比

較液には,鉄 標準液 2,OmLを とる。

(4)重金属 本 品 1.Ogをとり,硫酸 5 mL及 び硝酸 20mLを 加えて静かに加熱する
。更に時々,

硝酸 2～ 3五Lず つを追加して,液 が無色
～微黄色になるまで加熱を続ける。冷後,水 10mL

及びフエノ
ールフタレイン試液 1滴 を加え,液 がわずかに紅色を呈するまでアンモ

ニア試液を

14



加える.次 いで希酢酸 2mLを 加え,必 要ならばろ過し,残 留物を水 10mLで 洗い,洗 液をろ

液に合わせ,水 を加えて 50mLと し,こ れを試料溶液として,第 4法 により試験を行うとき,

その限度は,20ppm以 下である。ただし,比 較液には,鉛 標準液 2.OmLを とる。

(5)ヒ 素 本 品 1.Ogをとり,硫酸 2mL及 び硝酸 5 mLを 加えて静かに加熱する。更に時々,

硝酸 グ～ 3mLず つを追加して,液 が無色～微黄色になるまで加熱を続ける。冷後,シ ュウ酸

アンモニウム飽和溶液 15mLを 加え,自 煙が発生するまで加熱する。冷後,水 を加えて lomL

とし,こ れを試料溶液として,試 験を行うとき,そ の限度は, 2ppm以 下である.

(6)有 機性不純物 本 品及び薄層クロマ トグラフィー用硫酸 2,2'一[(4-アミノフェエル)イ

ミノ]ビスエタノールのそれぞれ 10mgに 2-プ ロパノール/水 /ア ンモニア水 (28)混液 (9:

3:1)lmLず つを加えて溶かした後,更 にそれぞれに亜硫酸水素ナ トリウム0,lgを加えて

振 り混ぜ,試 料溶液及び標準溶液とする.試 料溶液及び標準溶液 2μ Lず つを薄層板にスポッ

トし,ジ エチルエーテル/メ タノール/ア ンモニア試液混液 (81:16:3)を 展開溶媒として

薄層クロマ トグラフィーにより試験を行う。薄層板に P―ジメチルアミノベンズアルデヒドの

希塩酸溶液 (1→ 200)を 噴霧するとき,薄 層クロマ トグラフィー用硫酸 2,2'一[(4-アミノフ

ェエル)イミノ]ビスエタノールと等しい 丘値に単一の黄色のスポット以外のスポットを認めな

い .

乾燥減量 7.0%以 下 (1.5g,105℃, 3時 間)

強熱残分 0.2%以 下 (第1法 , lg)

定 量 法 本 品を乾燥 し,そ の約 0,3gを精密に量り,窒 素定量法 (第2法 )に より試験を行 う。

0.05mo1/L硫 酸 lmL= 14,72mg C10H16N202・ H2S04

別記 Iの部試薬 ,試液の条 1,2-ナ フ トキノン
ー4-ス ルホン酸カリウムの項の次に次の

一項を

加える。

1-ニ トロソー2-ナ フ トール C10H7 N 0 2〔 K8713 ,特 級〕

別記 Iの部試薬 ・試液の条薄層クロマ トグラフィ
ー用メタアミノフェノールの項の次に

次の
一項を加える。

薄層クロマ トグラフィ
ー用硫酸 2,2'一[(4-アミノフエニル)イミノ]ビスエタノ

ール 硫 酸

2,2'一[(4-アミノフェニル)イミノ]ビスエタノ
ール,薄 層クロマ トグラフィー用を見よ.

別記 Iの部試薬 ・試液の条ペンタシアノニ トロシル鉄 (III)酸ナ トリウムニ水和物の項の次に

次の一項を加える。

没食子酸一水和物 C6H2(OH)3C00H・ H20 白 色
～微黄白色の結晶又は粉末である。

融点 :約 260℃ (分解).
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別記 Iの部試薬 ・試液の条ランタン ・アリザリンコンプレキノン試液の項の次に次の
一項を加

える。

硫酸 2,2'一[(4-アミノフェエル)イミノ]ビスエタノール,薄 層クロマ トグラフィー用

C10H16N202・H2S04「 硫酸 2,2'一[(4-アミノフェニル)イミノ]ビスエタノール」を薄層クロ

マ トグラフィー用に精製したものを用いる。

製法  「硫酸 2,2'一[(4-アミノフェニル)イミノ]ビス手タノ
ール」10gに水 40mLを 加

え,加 温して溶かした後,ア セ トニトリル 40mLを 加える.析 出した結晶をろ取し,風 乾した

後,デ シケ
ーター (減圧,シ リカゲル)で 4時 間乾燥する.

性状  淡 灰色～紫灰色の粉末又は結晶性の粉末である|

含量  98.0%以 上

定量法 本 品を乾燥し,そ の約 0.3gを精密に量り,窒 素定量法 (第2法 )に より試験を

行う。

0.05molAガ硫彰を l mL= 14.72mg CloH16N202・ H2S04
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医薬部外品原料規格各条別記Hの 部アクリル酸オクチルアミド
・アクリル酸ヒドロキシプ

ロピル ・メタクリル酸ブチルアミノエチル共重合体の条強熱残分の項を次のように改める。

ア ク リタレ酸 オ クチル ア ミ ド
・ア ク リル 酸 ヒ ドロキ シプ ロ ピル

・メ タ ク リ

ル酸ブチルアミノエチル共重合体

N‐Octyl Acrylamide・ Hydroxypropyl Acrylate・ Butylaminoethyl Methacrylate

Copolymer

強熱残分  0.5%以 下 (第3法 , 2g)

医薬部外品原料規格各条別記 Hの 部アジピン酸ジブチルの条確認試験の項を次のように改

める。

アジピン酸ジブチル

Dibutyl Adipato

確認試験  本 品につき,赤 外吸収ス
ペク トル測定法の液膜法により測定するとき,波 数

2960cm l,2870cm‐ 1,1740cm‐
1,1460cm｀ 1及び1175cm‐1付近に吸収を認める.

医薬部外品原料規格各条別記正の部 N一 アシル
ーL一グルタミン酸ナ トリウムの条確認試

験の項 (1)の 目を次のように改める。

N一 アシルーL一グルタミン酸ナ トリウム

S o d i 1 l T n  N ‐A c y l ‐L " G l u t a m a t e

確認試験 (1) 本 品を乾燥したものにっき,赤 外吸収
スペクトル測定法の臭化カリウム錠

剤法により測定するとき,波 数3320～3290 cm‐
1,2920cm‐1, 1715cm‐1,1650cm l及び

1585cm‐1付近に吸収を認める。

医薬部外品原料規格各条別記Hの 部アス
コルビン酸の条確認試験の項 (3)の 目を削り、

確認試験の項 (1)の 目を次のように改める(

アスコルビン酸

Ascorbic Acid
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ビタミンC

確認試験 (1)本 品の水溶液 (1→ 50)5mLず つに,過 マンガン酸カリウム試液 1滴 を加

えるとき,ま た 2)6-ジ クロロィン ドフェノールナ トリウム試液 1～ 2滴 を加えるとき,い

ずれも試液の色は,直 ちに消える。

医薬部外品原料規格各条別記工の部アスコルビン酸ナ トリウムの条確認試験の項 (3)の

目を削り、確認試験の項 (4)及 び (5)の 目を次のように改める。

アスコルビン酸ナトリウム

Sodium Ascorbate

確認試験 (3) 本 品の水溶液 (1→ 100)10mLに 2,6-ジ クロロィンドフェノールナ トリ

ウム試液 1～2滴 を加えるときく試液の青色は、直ちに消える。

(4) 本 品の水溶液 (1→ 20)は ,ナ トリウム塩の定性反応を呈する.

医薬部外品原料規格各条別記正の部アボガド油の条確認試験の項を次のように改める。

ア ボ カ ド油

Avocado Oユ

確認試験  本 品につき,赤 外吸収スペクトル測定法の液膜法により測定するとき,波 数

2930cm l,1745cm l,1465cm1`及び1165cm l付近に吸収を認める。

医薬部外品原料規格各条別記正の部アラキルアルコ
ールの条融点の項及び純度試験の項

(1)の 目を次のように改める。

アラキルアルコール

Arachyl Alcohol

融  点  62～ 68℃ (第 2法 )

純度試験 (1)溶 状 本 品 3.Ogにエタノ
ール(99.5)25mLを加え,加 温 して溶かすとき,液

は,澄 明である.
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医薬部外品原料規格各条別記Iの 部安息香酸アルキル (C12～C15)の条基原及び成分の含

量規定の項を次のように改める。

安息香酸アルキル (C12～C15)

Alkyl(C12‐C15)BenZoate

高級アルコール (C12~C15)安息香酸エステル

本品は,主 として安息香酸と炭素数12～15のアルキル基を有するアルコ
ールとのエステル

である。本品は定量するとき,安息香酸テ トラデシル (C21H3402:318,49)として93.0～106.0%

を含む.

医薬部外品原料規格各条別記正の部イソステアリルグリセリルエ
ーテルの条の次に次の

一

条を力『える。

イゾステアリルペンタエリスリルグリセリルエーテル

IsostearyI Penta叩 町 l Glycerylether

本品は,イ ノステアリルアルコ
ールをグリシジル化 して得 られるイソステアリルグリシジ

ルエーテルとペンタエ リスリトールにより合成されたペンタエ リスリト
ールのイソステアリ

ルグリセリルエーテル化物であり,主 としてイノステアリルペンタエ リスリルグリセ リル
エ

ーテルからなる.

性  状  本 品は, 白色～淡黄色のワセリンようの物質で,わ ずかに特異なにおいがある.

確認試験 (1)本 品を本外吸収スペクトル測定法の液膜法により測定するとき,波 数 2930

cm‐1,2860cm‐1,1465cm‐1,1115cm‐1及び 1040cm'1付近に吸収を認める.

(2)本 品 0.lg及び 1-手 イコサノTル 0:Ottgに無水ピリジンlmLを 加える。こ
の液

o。lmLを とり, トリメテルシリルエ
ーテル試液 lmLを カロえて振り混ぜ,約 15分間放置

し,上 澄液を試料溶液とする。その液 lμ Lを とり,次 の条件でガスク
ロマ トグラフィー

により試験を行うとき,1-エ イコサノ
ールの トリメチルシリル化物の主ピ

ークに対する本

品の トリメチルシリル化物の主ピ
ークの相対保持時間は 1.6～1.8である。

試験条件

検出器 :水素炎イオン化検出器

カラム :内径 2.6mm,長 さ50cmの ガラス管にガスクロマ トグラフィ
ー用メチルフェ

ニルシリコンを 150～180'mの ガスクロマ トグラフィ
ー用ケイノウ土に 1%の 割

合で被覆したものを充てんする。

カラム温度 :80℃から毎分 10℃で 320℃まで昇温し, 5分 間保持する。

キャリヤーガス :ヘ リウム

流 量 :1-エ イコサノァルのトリメチルシリル化物の保持時間が約 10分 になるよう
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